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【平成２５年度第２回北広島市子ども・子育て会議】 

 

１．日時 

  平成 25年 10月 17日（木）18：30～20：20 

 

２．場所 

  北広島市役所本庁舎 2階会議室 

 

３．出席者 

  （委員）※50音順・敬称略     （市・事務局） 

   安藤 由美子           保健福祉部長  木下 信司 

   飯浜 浩幸            児童家庭課長  仲野 邦廣 

   亀岡 菜穂子           児童家庭課主査 鈴木 靖彦 

   小林 明夏         

   中田 紀子 

西澤 美香             

   堀内 美和 

   松浦 政子 

   百瀨 彰 

 

４．傍聴者 

  ２名 

 

５．会議次第 

 （１）これまでの経過と今後の予定について 

 （２）国の基本指針（案）について 

 （３）ニーズ調査アンケート（案）について 

 （４）その他 
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【議事録】 

 

○会長     平成２５年度第２回北広島市子ども・子育て会議を開催いた

します。 

        議事に入る前に事務局から報告があります。 

○事務局    （募集していた公募委員１名の決定について報告） 

（委員欠席の連絡について報告） 

○会長     今回新規に参加された委員から自己紹介をお願いいたします 

○委員     （自己紹介） 

 

（１）これまでの経過と今後の予定について 

○会長     これまでの経過と今後の予定について、事務局から説明をお

願いします。 

○事務局    （資料に沿って説明） 

○会長     これまでの経過と今後の予定について説明がありましたが、

委員の皆様から何か質問等ございませんか。 

        私から質問させていただきます。 

        ９月６日に北広島市幼稚園協会懇談会、９月２４日に市内私

立保育園園長会議においてそれぞれ新制度の説明を行ったとの

ことですが、反応やご意見はどのようなものがありましたでし

ょうか。 

○事務局    幼稚園協会懇談会では、まだ新制度自体がよく分からないこ

と、まだ利用量や公定価格等が確定していないこと等の理由か

ら、幼稚園側からの判断は難しく、こちらからの説明に留まっ

た状況です。 

私立保育園園長会議では、最初に市から説明を行った後、市

側は席をはずし、園長間のみで意見交換をしてもらったところ

です。 

 

（２）国の指針（案）について 

○会長     他の委員の方も何か質問ございませんか。 

        ないようですので、先に議事を進め、後ほどまた質問を受け

付けます。 

        次の議事、国の指針（案）について、事務局から説明をお願

いします。 

○事務局    （資料に沿って説明） 
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○会長     事務局から説明がありましたとおり、利用量等を推計するた

め、ニーズ調査の内容が大事になるということです。 

委員の皆様から何か質問等ありませんか。 

○委員     アンケートの回収方法については今回の会議で検討する事項

なんでしょうか。 

○事務局    ニーズ調査に関しては後から説明する予定ですが、配布・回

収ともに郵送で行う予定です。 

○委員     了解しました。 

 

（３）ニーズ調査アンケート（案）について 

○会長     それでは、ニーズ調査アンケート（案）について、事務局か

ら説明をお願いします。 

○事務局    （資料に沿って説明） 

○会長     確認ですが、独自部分のアンケートについては、次の会議で

も審議予定ですか。 

○事務局    １２月中には道への報告も必要で時間的な制約があり、でき

れば今回の会議である程度かためたいと考えています。 

会議後については、１０月２５日までにメール等で意見をい

ただければ、会長と図ったうえで反映させるかどうかを判断い

たします。 

○会長     了解しました。 

それでは、事前に配布済みの就学前児童用、小学生用及び独自

アンケート項目例について、意見等いただきたいと思います。

一番大切なのは読んでいて理解できるかどうかだと思いますが、

文言等でもご意見あればお願いします。 

○委員     アンケート項目の前段で、アンケートの目的やお願い等の文

章は入るのですか。 

○事務局    実際の調査票には、市の調査の趣旨や用語解説について記入

します。国の調査票イメージにある挿絵についても準用する予

定です。 

○委員     了解しました。 

        独自アンケート項目については例にあるくらいのボリューム

を入れるということですか。 

○事務局    既に配布いたしました基本となる項目に対して、およそ４問

ほどの追加を考えています。 

○委員     独自アンケート項目例の９問の中から４問を選ぶということ
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ですか。 

○事務局    いいえ、９問についてはあくまで「例」であり、参考にして

もらうのが目的であり、しばられるものではありません。 

○委員     了解しました。 

問８について「喜びや楽しみを感じている」と「生きがいを

感じている」は重複していると思いますので、こういった部分

は再検討すべきと思います。また、指針では地域住民のニーズ

を中心に調査すべきとのことなので、それを反映した項目を検

討すべきと考えます。 

        問６については複数回答可のほうが良いと感じます。 

○会長     ありがとうございます。委員の意見について事務局から説明

ありますか。 

○事務局     設問数が多くなるとどうしても回答しにくくなると思います。

独自項目については絶対に４問以内というわけではありませ 

んので、どうしてもという設問があれば検討したいと考えてい

ます。 

事務局としては問１、問２のような保護者の情報源に関する

設問は特に把握したい項目と考えています。 

○会長     これより各委員の方を指名させていただき、意見を伺ってい

きます。 

国の必須項目のアンケートについて、自分が回答する立場に

なって考えたうえで、気になる部分、修正する部分などを整理

していきたいと思います。 

独自項目については後半にご意見を伺い、ある程度の形を本

日の会議で決められればと考えています。 

事前配布の「就学前児童用」および「小学生用」アンケート

についてご意見お願いします。 

○委員     小学生用問１７に脱稿部分があります。 

        小学生用問１３で、学童クラブには注釈があるが児童館にも

あったほうが良いと思います。 

        小学生用問１５は学童クラブに○を付けた方のみの問になっ

ているが、夏休みや学校休業日のみ利用している方も答えられ 

るようにした方が良いと思います。 

○委員     子どもが多い家庭は、それぞれ別に回答しなければならない

のでしょうか。 

        小学生用問１５で学童クラブの利用希望があるが、低学年・
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高学年の分けでなく、低・中・高の３段階の方がよりニーズを

つかめると思います。 

○委員     小学生用問６で選択肢に教師が無いが、その他でいいものな

のでしょうか。 

        また、私は主任児童委員をしているのですが、民生委員・児

童委員に含まれているのでしょうか。 

○会長     事務局から説明願います。 

○事務局    子どもが多い世帯の件ですが、無作為抽出で子どもを指定し

て配布いたします。その指定した子どもについて回答すること

となります。 

        教師や主任児童委員の選択肢については、追加が可能かどう

か検討いたします。 

○委員     就学前用問１５－２ですが、利用したい・したくないのみで

なく、利用料が安ければ利用したい等選択肢を増やしてはどう

でしょうか。 

        小学生用には病気の際の対応についての問がないが、入れた

ほうが良いと思います。 

        最後の問の地域の子育て支援事業利用状況ですが、一般の保

護者の方は利用している事業名を知らない可能性があり、１８

事業について注釈をつけたほうが良いと思います。 

○委員     委員の意見のとおり、注釈がないと親は選択困難と思います。 

        就労の障害となっている可能性があるので、小学校用のアン

ケートに「子どもを送り迎えしているかどうか」の問を入れた

ほうが良いと思います。 

○委員     独自アンケートの例ですが、問１、２、６あたりは非常に聞

いてほしい内容と思いますが、問７以降は調査後にどれだけ活

用されるか疑問に感じました。 

○委員     心の悩みや心配で就労できない親もいると思うので、私個人

としては問７以降の設問も必要と考えます。 

○委員     兄弟の人数の問があるが、年齢も入れたら良いと感じました。 

        就学前用問１３の選択肢に未就園児クラブを入れてほしいと

思います。  

問１４の回答方法が「当てはまるもの全てに○を付けてくだ

さい」になっているが、親によっては全部に○をつけてしまう

可能性があり、選択しづらいと思います。  

        問１７ですが土日祝日以外にも園独自の閉園日があるので、
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それも加えたほうが良いと思います。 

        基本指針では障がい児保育の充実という項目があるのに、ア

ンケートには障がい児保育についての問がほとんどないのが気

になります。 

○委員     学童クラブの問で、低・中・高に分けるほうが良いとのこと

ですが、小学校３年までしか学童クラブへ入れないので低・高

でいいのではないでしょうか。 

○委員     現在は小学校３年までですが、国の指針で平成２８年度から 

       小学校６年まで拡大する予定ですので、それを見越して低・中・

高が良いと考えました。 

○委員     卒園した児童や親からの情報では、小学校３年くらいになる

と親は行かしたいが子どもは学童クラブへ行きたがらないと聞

いてます。低・中・高に分けるくらいなら各学年ごとに分けて

しまったほうがより明確になると思います。 

○会長     学童クラブの実態はどのような状況ですか。 

○委員     学年が進むごとに学童クラブ入所者は減っていくのが実情で

す。せめてもう一年４年生まで預かってほしいという声は良く

聞きます。最初から６年生まで預かってもらおうという３年生

と３年生まで預かってもらおうという３年生では、留守番の準

備を含め、心積もりが違うので一緒にできないと思います。 

        平成２８年度から小学校６年生まで学童クラブの範囲を広げ

る関係から、就学前用問２１は５歳児を対象にしているが、も

っと小さい子へ対象を広げたほうが良いと思います。 

○会長     アンケート調査を行うとなると、どうしてもあれもこれもと

なってしまうので、どうまとめていくかが重要と思います。 

委託先業者が決定したとのことですが、配布・集計のみなの

ですか。 

○事務局    契約には配布・集計・分析・技術的助言も含まれています。 

○会長     委員から何かご意見ありませんか。 

○委員     国が示す必須項目は、特に意見がない場合、このままいくし

かないのですね。 

○事務局    国が示す項目については、後日集計結果の報告が予定されて

おり、また、質問項目が多くなりますと回答しにくくなること

から最低限必要な項目を載せています。 

        また、紹介が遅れましたが委託業者も本日傍聴に来ておりま

すので、後日委員の皆様の意見を事務局と検討する予定です。 
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○委員     後日集計結果を報告しなければならないということで、項目

そのものの変更は難しいと考えます。 

        独自のアンケートを中心に議論したほうが良いと思います。 

○会長     今まで各委員から意見をいただいた中で、文言の修正や選択

肢の追加等については必須項目でも変更可能と思いますが、集

計結果の報告に支障がある部分は変更困難と考えます。 

        アンケート調査実行前に各委員が最終的な調査票を確認する

機会はあるのでしょうか。 

○事務局    最終的には事務局・会長・業者で調整した上で、調査に入る

前に各委員へ調査票を郵送する予定です。 

○会長     実際に発送する前に各委員が修正・調整する機会はあります

か。 

○事務局    時間的にタイトな状況ですので、各委員へ調査票をお渡しす

るのは既に完成したものと考えています。 

○会長     了解しました。１０月２５日までがリミットということで各

委員の皆様ご理解願います。 

        独自アンケート項目について再度、意見をお願いします。 

○委員     独自項目の問７を入れてほしいと思います。問８については

「強い不安・負担」とは回答しづらいので問７のように細かく

したほうが良いと考えます。 

○委員     同感です。自分で生んだ子に対し「強い負担感」とは答えに

くいので。 

○委員     問８についてはもっとソフトな選択肢を増やしたほうが良い

と思います。 

○委員     問７がいいと思います。問８はこのままでは回答しづらいと

思います。 

○委員     問７と問８で比較すれば問７の方が良いと思うが、それをど

う行政が活かしていくか明確でないと感じました。 

○委員     問７と問８はどちらかをのせれば良いと思います。子どもが

いて生きがいや喜びを感じている親の中にも、悩みや不安を同

時に抱えている親がほとんどと思いますので、問８では選択し

づらいので問７が良いと思います。 

○委員     問３の質問方法で問８を作り直すのはどうでしょうか。 

○委員     皆さんのおっしゃるとおり問７と問８は統合したほうが良い

と思います。問８はこのままでは難しいと思います。 

○会長     問１と問２は良いという意見が多かったと思います。委員の
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の関心が高かったのは、子育てについてどう感じているかとい

う部分だと思います。そこから考えると問７か問８を改良した

ものと考えられます。 

独自項目の例に含まれていないもので、何か新しく追加した

い質問等はありますか。 

新たに意見があれば、２５日までに事務局へお願いします。 

（全委員了解） 

 

○委員     通常こういうアンケートの場合は、最後に自由意見欄がある        

ので追加してほしいです。 

○委員     問８－１をのせる場合は、問９の項目を選択肢に入れる 

       と良いと思います。 

        問９については、認定こども園も項目として入れたほうが今

回のアンケートの趣旨に合っていると思います。 

○会長     子育て支援のどういったサポートシステムを保護者は求めて

いるのかが大事な点だと思います。さらに現在のサービスの中

で何が利用されているのかを把握するのが今回のニーズ調査だ

と思います。これらが見えてくるような設問が理想的だと考え

ます。 

○委員     アンケートの回収方法なのですが、期日までに間に合わなか

った方はどうなるのでしょうか。 

○事務局    できるだけ余裕をみて、２～３日の遅れは集計に間に合うよ

うにしようと考えています。ただし一定の期日で切らないと先

へ進めませんのでご理解をお願います。 

○委員     アンケートに手が付かないほど忙しい保護者もいると思いま

すので、間に合わなかった方の意見は別に集計できないでしょ

うか。 

○委員     回収率ですが過去の経験から７割あれば良いほうだと思いま

す。学童クラブや保育園でアンケートを行うほうが、より現実

的な回答が得られると思います。 

        独自項目の例の問９ですが、就学前用の問１３が非常に似て

おり、そちらでニーズをつかめると思います。 

○会長     回収率についてはできるだけ高めていただきたいと思います。 

        項目につきましては、会議終了後も委員各自で引き続き検討

をお願いしたい。 

○委員     無作為抽出２，５００件とのことですが、どのくらいの分母
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のうち２，５００件なんでしょうか。 

○事務局    小学生は約３，４００名、就学前児童は約２，４００名です。

複数の子どもを抱える家庭も多いことから、特に就学前児童の

いる世帯は配布率が高いと思います。 

 

○会長     委員の皆様からご意見を多くいただきましたが、事務局から

一言お願いいたします。 

○事務局    たくさんの意見をいただきましてありがとうございます。 

        これらの意見を参考にニーズ調査を行っていきたいと思いま

す。 

        新たに意見や疑問が生じた場合は２５日までに事務局へ連絡

願います。その他質問等がございましたら、いつでも事務局へ

連絡願います。 

○会長     アンケートに関しては２５日までに、その他の疑問点等につ

きましては随時に事務局へとのことでした。 

        貴重なご意見をアンケートに反映していただくということで、

第２回北広島市子ども・子育て会議を終了いたします。 

         


